
危険植物対策

カラダと組織を守る

→ 危険生物による事故にも理由がある

→ 事故が起こる種を知れば予防できる

① 現象には必ず理由がある

② 原理がわかれば応用ができる

「知ることは最初の事故予防」

・何が危険なのかを知る

・どう危険なのかを知る



能動的な理由

受動的な理由

危険生物の事故発生パターン

吸血など

刺激に対する反撃
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受動的な理由

動けないからこその防御策

１．触ることによって被害

２．食べることによって被害

危険動植物の毒学

～動物との違いは？～

動植物の毒



危険植物の自己防衛手段

・ トゲをもつ

ヒトにも有効に活用できるもの 「薬草」
ヒトにも有害であるもの 「毒草」

・ 自己防衛物質 をつくる
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林縁に多い

はっきりとした鋸歯がある

葉軸が赤い

放射状に葉がつく

葉の基部は小さく、丸くなる



小葉の先が長く伸びてとがる

葉はやや硬く、光沢がある

先端の葉は1枚

三出複葉のつる性木本

林床に幼木が多量にあることも



被害

発疹、腫れ、かゆみ、水疱 等

１．乳白色の樹液に触れると、直後～数日後に発症

２．発症後、10日程度でかゆみが治まる

葉に触れる・下を通るだけで症状が出る場合も
（特に、ツタウルシ）

生木を燃やした煙で、かぶれ、咳の症例も

【原因物質】：ウルシオール・ラッコール



① 石けんとぬるま湯で洗浄

② 衣服を洗う

③ ぬるめのシャワーを浴びる

④ 冷却

・患部をこすったり
掻いたりしない

応急処置・予防策

応急処置

予防策

１．長袖、長ズボン、グローブを着用する

２．触れない

３．離れて観察する
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・樹液を触った手で
あちこち触らない



半日陰の沢沿いなどに多い

棘にヒスタミンを含む

オオバ（シソ）に似る

① テープなどで棘を除去

② 水洗い

③ 抗ヒスタミン軟膏

④ 必要に応じて冷却

※患部をこすったり
掻いたりしない

応急処置・予防策

応急処置

予防策

１．長袖、長ズボン、グローブを着用する

２．触れない

３．離れて観察する

※衣服に刺さっている場合
衣服にもテープ類で
棘をとり、洗浄する

メモ



応急処置の基本手順

①苦味などを感じたらすぐに口から出す

②無理して吐かせず、早急に病院へ
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全株有毒

東北地方以南に分布

寺社で栽培されることが多い

日本には八角（トウシキミ）は自生しない

日本で八角が
落ちていることはない！

被害 シキミ

被 害

おう吐、けいれん、呼吸困難 等

１．毒成分名：アニサチン、シキミン

２．誤食後、1～6時間の潜伏期間

・シイの実、八角と間違えて誤食

事 例

口から出す → 病院へ
※ 特に、症状が出てからの場合は、

けいれんを誘発する可能性があるので、無理に吐かせない。

※ 原則、早急に病院へ

全株有毒

中国原産

全国植栽本数 No.1

かぶれ・中毒 2つの危険がある



被害（かぶれ）

アレルギー性皮膚炎

かぶれ誘発成分：ギンコール酸
→ウルシオールに似た成分。

→葉やくさい外種皮に含まれる。

≪応急処置≫

① 水洗い

② 抗ヒスタミン軟膏

③ 冷却

被害（中毒）

嘔吐、けいれん、腹痛、呼吸困難など

毒性成分：ギンコトキシン（ビタミンB6に似た物質）

危険な摂取量：小児で7～150個、成人で40～300個と幅がある。

１．摂取後、１～１２時間で発症。

２．９０時間以内に回復。（幼児、子どもの死亡事例あり）

※ 無理せず早急に病院へ口から出す → 病院へ
※ 特に、症状が出てからの場合は、

けいれんを誘発する可能性があるので、無理に吐かせない。

活用される植物の毒


